
平成２２年度 年間授業計画（シラバス）  第３学年・理科 

《到達目標》 

（１）物の重さ，風やゴムの力並びに光り，磁石及び電気を働かせたときの現象を比較しながら調べ，見いだした問題を

興味・関心をもって追究したりものづくりをしたりする活動を通して，それらの性質や働きについての見方や考え方

を養う。 

（２）身近に見られる動物や植物，日なたと日陰の地面を比較しながら調べ，見いだした問題を興味・関心をもって追究

する活動を通して，生物を愛護する態度を育てるとともに，生物の成長のきまりや体のつくり，生物と環境とのかか

わり，太陽と地面の様子との関係についての見方や考え方を養う。 

 

学習計画（総授業時間数 ９０時間）                                                  

学

期 
単   元 学   習   内   容 

 

前 

 

 

 

期  

しぜんのかんさつ 

 

・校庭や公園、野原などで生き物を探す。見つけた生き物の色や形、大

きさなどを、詳しく調べる。 

・調べたことをわかりやすく記録にまとめ、伝え合う。 

たねをまこう ・ホウセンカなどの種をまく。 

・芽生えや葉を観察し，記録する。 

・植え替えて、どのように育っていくか考える。 

チョウをそだてよ

う 

 

 

・モンシロチョウの卵を探す。 

・チョウの育ちを予想し，飼育・観察の計画を立て，幼虫→さなぎ→成

虫へと育つ様子を調べる。 

・チョウの成虫の体のつくりを調べる。 

・チョウ以外の昆虫の育ち方を調べる計画をたてる。 

植物のつくりとそ

だち 

・春に種をまいた植物の成長の様子を観察する。 

・根・茎・葉の体のつくりを観察し，記録を発表する。 

風やゴムのはたら

き 

 

・生活の中で風やゴムを利用しているものを考える。風の力で動くもの

を作る計画を立てる。 

・風の力で動く車を作り、風の強さを変えて、車の動きを調べる。 

・ゴムの力で動く車を作り、車の動きを調べたり、決めた場所で止まる

用に工夫したりする。 

じゆうけんきゅう 

出かけようしぜん

の中へ 

・自然の中へ出かけて、気づいたことやふしぎに思ったことを調べる。 

・調べたことをまとめ、発表会を開く。 

こん虫をさがそう ・昆虫の食べ物や体のつくり，育ちを調べる。昆虫について、調べたこ

とをまとめる。 

・昆虫の体の色や形、大きさなどが、種類によって違うことを調べる。 

植物の一生 ・春に種をまいた植物の成長の様子を観察し、これまでの記録をもとに，

植物の一生についてまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

後 

 

 

 

 

 

 

 

期 

かげのでき方と太

陽の光 

・鏡で日光を反射させて的当てをし，光の進み方を考える。 

・影の向きと太陽の位置について調べる。 

・影の動きと太陽の位置について調べ，太陽の動きを考える。 

あたたかさと太陽

の光 

・日なたと日かげの地面の様子を比べ，気づいたことを自由に話し合う。 

・温度計の使い方を知り，日なたと日かげの地面の温度を比べる。 

・鏡で日光を反射させて重ねたり，虫眼鏡で日光を集めたりしたときの，

明るさや温まり方を調べる。 

わたしたちのくら

しと日光 

・くらしの中で、日光がどのように利用されているのか調べる。 

電気であかりをつ

けよう 

・豆電球と乾電池を使って，あかりをつけてみる。 

・豆電球にあかりがつくときはどんなつなぎ方のときか話し合う。 

・回路の途中にいろいろなものを挟んで，電気を通すものと通さないも

のを調べる。 

じしゃくのふしぎ

をさぐろう 

 

・磁石と身の回りのものを使って自由に試し，磁石の性質を調べる計画

を立てる。 

・磁石につくもの・つかないものを調べる。 

・磁石が鉄を引きつける力を調べる。 

・磁石が鉄を引きつける力はどこが強いかを調べ，鉄で磁石作りをする。 

・磁石の極どうしを近づけたり，磁石を自由に動くようにしたりして，

極の性質を調べる。 

ものと重さ 

 

 

・ものを手に持ったり、簡易てんびんを使ったりして、ものの重さ比べ

をする。気づいたことや調べたいことを話し合う。 

・同じ重さの粘土などの形を変えて、重さを比べる。 

・同じ体積のいろいろなもので、重さを比べる。 

ようこそおもちゃ

ランドへ 

・電気や磁石の性質を使ったおもちゃ作りの計画を立てる。 

・おもちゃを作って遊び，感想などを発表し合う。 

 

《評価の観点》 

《自然事象への関心・意欲・態度》 

自然事象を興味・関心をもって追究し，生

物を愛護するとともに，見いだした特性を

生活に生かそうとする。 

《科学的な思考》 

自然事象を比較しながら問題を見いだし，

差異点や共通点をとらえ，問題を解決する。 

《観察・実験の技能・表現》 

簡単な器具や材料を見付けたり，使ったり，

作ったりして観察，実験やものづくりを行

い，その過程や結果を分かりやすく表現す

る。 

《自然事象についての知識・理解》 

生物の成長の様子や体のつくりにはきまり

があることや，光，電気及び磁石にはきま

った性質があること，太陽と地面の様子に

は関係があることなどを理解している。 

 

 

 

 

 

《評価の方法》 

・活動の様子の観察，発表，ノート，プリ

ント，ものづくり，テストなど 

・観察・実験・栽培・飼育の記録など 

・自己評価，相互評価など。 

学習方法（授業の工夫・家庭学習） 

○学習プリントなどを使って，内容の定着

を図ります。 

○観察・実験・飼育・栽培・ものづくりな

ど具体的な活動を通して，理解を深める

ようにします。 

○観察・飼育・栽培などの活動を継続して

行うことで，生き物の成長の様子を感じ

取ることができるようにします。 

○見やすい，分かりやすいノート・観察記

録づくりについても適宜指導をしていき

ます。 

○家庭では，飼育・栽培活動や，実験及び

ものづくりの材料集めなどにご協力お願

いします。 



平成２２年度 年間授業計画（シラバス） 第４学年・理科

《到達目標》

(１) 空気や水、物の状態の変化、電気による現象を力、熱、電気の働きと関係付けながら調べ、見いだした問題を興
味・関心をもって追求したり、ものづくりをしたりする活動を通して、それらの性質や働きについての見方や考え

方を養う。 
(２) 人の体のつくり、動物の活動や植物の成長、天気の様子、月や星の位置の変化を運動、季節、気温、時間などと
関係付けながら調べ、見いだした問題を興味・関心をもって追究する活動を通して、生物を愛護する態度を育てるとと

もに、人の体のつくりと運動、動物の活動や植物の成長と環境とのかかわり、気象現象、月や星の動きについての見方

や考え方を養う。 

学習計画（総授業時間数 １０５時間）

学期 単 元 学 習 内 容

生き物のくらしを感じ

よう

春のしぜん

・春の野原などで，生き物のくらしを感じ取る。

・ひょうたんの種まきをし，成長のようすを観

察する。

電気のはたらき

電池工場へ行ってきたよ

・光電池を使って，動くおもちゃを作る。 
・乾電池の数やつなぎ方と，電流の強さとの関

係を調べる。おもちゃ作りをする。

１日の気温変化

夏のしぜん

・晴れた日とくもりの日の気温の変化を調べ

る。 
・夏の生き物のようすを調べる。

夜空を見よう
出かけよう、科学の世界へ

・夏の大三角などの星を観察し，話し合う。 

前

期

月や星 

もっと宇宙を知りた

い！ 

・月を観察し，月の動きについて話し合う。 
・時刻を変えて，星や星座の位置や並び方を調

べる。

空気や水をとじこめる

と

ヒトの体のつくりと運動

・空気でっぽうを作って，玉をとばす。

・とじこめた空気や水を押したときのようすを

調べる。

・体の動く部分を探し，そのしくみを考える。

・骨と関節・筋肉のしくみやはたらきを調べる。

秋のしぜん

みんなで使う理科室

・秋の生き物のようすを調べる。

・理科室での実験のマナーや準備のしかた，片

付けのポイントを知り，加熱器具やスタンドの

使い方を練習する。

ものの温度とかさ

冬の夜空

・空気・水・金属の温度とかさについて調べる。

・オリオン座などの冬の星座を観察し、話し合

う。

冬のしぜん
生き物新聞 冬ごしとく集号 
もののあたたまり方

・冬の生き物のようすを調べる。

・いろいろな生き物の冬越しについて調べる。

・金属、水、空気のあたたまり方を調べる。

水のすがた ・水をあたためたとき、冷やしたときの温度と

ようすを調べる。

・水は、気体・液体・固体と変化することをま

とめる。

・水が氷にになるときに、かさが増えることを

調べる。

後

期

生き物の1年間 ・これまでの記録から、1年間の活動や成長の
ようすをまとめる。

《評価の観点》

《自然事象への関心・意欲・態度》

自然事象を興味・関心をもって追求し、

生物を愛護するとともに、見いだした特

徴を生活に生かそうとすることができ

る。 
《科学的な思考》

自然事象の変化とその要因のかかわりに

問題を見いだし、変化と関係する要因を

とらえ、問題を解決することができる。

《観察・実験の技能・表現》

簡単な器具や材料を見付けたり、使った

り、作ったりして観察、実験やものづく

りを行い、その過程や結果を分かりやす

く表現することができる。

《自然事象についての知識・理解》

動物の活動や植物の成長の仕方は環境条

件と関係があることや、空気、水、電気

などには決まった性質や働きがあるこ

と、月や星の位置や水が変化しているこ

となどを理解することができる。

学習方法（授業の工夫・家庭学習）

○実験や観察などを通して、学習内容の

理解を図ります。

○学習の中で生まれた気付きや疑問を

さらに追求し、理解を深めます。

○見やすい，分かりやすいノートづく

りについても適宜指導をしていきます。

○月や星の観察を家庭でするようにな

ります。学習への協力をお願いします。

《評価の方法》

・学習プリント，観察カード，活動の様

子，ノート，テストなど

・自己評価，相互評価など。



平成２２年度 年間授業計画（シラバス） 第５学年・理科 

《到達目標》 

(1)  植物の発芽から結実までの過程，動物の発生や成長などをそれらにかかわる条件に目を向けながら調べ，見いだ

した問題を計画的に追究する活動を通して，生命を尊重する態度を育てるとともに，生命の連続性についての見方

や考え方を養う。 

(2)  物の溶け方や物の動きの変化などをそれらにかかわる条件に目を向けながら調べ，見いだした問題を計画的に追

究したりものづくりをしたりする活動を通して，物の変化の規則性についての見方や考え方を養う。 

(3)  天気の変化や流水の様子を時間や水量，自然災害などに目を向けながら調べ，見いだした問題を計画的に追究す

る活動を通して，気象現象や流水の働きの規則性についての見方や考え方を養う。 

 

学習計画（総授業時間数 １０５時間）                                   

期 単    元 学   習   内   容 

前 

 

 

 

 

 

 

期 

受けつがれる生命 

植物の発芽と生長 

・植物の発芽条件と種子のでんぷん調べ 

・植物の生長条件 

・かぼちゃの栽培 

 

メダカのたんじょう 
・メダカを飼い卵の育ちを観察 

・水中の小さな生物の観察 

花から実へ 

・カボチャの雌花と雄花，めしべとおしべの観察 

・花粉の観察 

・受粉と実のできかた 

 

いろいろな花の花粉 

自由研究 

・身近な花の花粉観察 

・研究のまとめと発表 

 

ヒトのたんじょう ・ヒトが誕生するまで 

 

 

 

 

 

後 

 

 

 

 

 

 

期 

台風と気象情報 

わたしたちの気象台 

・台風の動きと天気の変化や災害 

・晴れた日と曇りや雨の日の雲の観察 

・天気の予想 

流れる水のはたらき 

・川の上流や下流の様子 

・川の災害や災害を防ぐ工夫 

おもりをふったとき 
・振り子の糸の長さ，おもりの重さと時間 

・おもちゃ作り 

もののとけ方 

・食塩やミョウバンが溶ける量 

・結晶作り 

・身の回りのものを溶かして観察 

電磁石のはたらき 

・電磁石の作成，電磁石の性質 

・電磁石の極の性質 

・電磁石の強さの条件 

 

《評価の観点》 

《自然事象への関心・意欲・態度》 

 自然事象を意欲的に追究し，生命を尊重すると

ともに，見いだしたきまりを生活に当てはめてみ

ようとする。 

《科学的な思考》 

 自然事象の変化とその要因との関係に問題を見

いだし，条件に着目して計画的に追究し，量的変

化や時間的変化をとらえ，問題を解決する。 

《観察・実験の技能・表現》 

 問題解決に適した方法を工夫し，装置を組み立

てたり使ったりして観察，実験やものづくりを行

い，その過程や結果を的確に表現する。 

《自然事象についての知識・理解》 

 生命は子孫に受け継がれて連続していること

や，物の状態は与える条件によって規則的に変化

すること，気象現象や流水の働きには規則性があ

ることなどを理解している。 

 

 

 

 

 

学習方法（授業の工夫・家庭学習） 

○実験や観察を大切にします。 

○観察や実験のまとめに，ていねいなノー

トづくりとなるようにします。 

○自由研究を夏休みに継続して取り組ま

せてください。 

《評価の方法》 

・活動の様子の観察，発表，ノート，プリン

ト，テストなど。 

・自己評価，相互評価など。 



平成２２年度 年間授業計画（シラバス） 第６学年・理科 

《到達目標》 

(1)  生物の体のつくりと働き及び生物と環境とを関係付けながら調べ、見いだした問題を多面的に追究する活動を

通して、生命を尊重する態度を育てるとともに、生物の体の働き及び生物と環境とのかかわりについての見方や

考え方を養う。 

(2)  水溶液、物の燃焼、電磁石の変化や働きをその要因と関係付けながら調べ、見いだした問題を多面的に追究し

たりものづくりをしたりする活動を通して、物の性質や働きについての見方や考え方を養う。 

(3)  土地のつくりと変化の様子を自然災害などと関係付けながら調べ、見いだした問題を多面的に追究する活動を

通して、土地のつくりと変化のきまりについての見方や考え方を養う。 

 

 

学習計画（総授業時間数 １０５時間）                 

                                   

学期 単    元 学   習   内   容 

前 

 

期 

私たちの地球 自然とくらしとの関わりについて話し合う。 

ものが燃えるとき ・瓶の中でろうそくを燃やし、燃え方と空気の流れを

調べる。 

・ものが燃えるときの空気の変化を調べる。 

・酸素中でものを燃やし、酸素の働きを調べる。 

ヒトや動物の体 ・吐く息と吸う息の違い、肺の仕組み、呼吸について

調べる。 

・だ液の働き、消化の仕組み、食物の消化と吸収につ

いて調べる。 

・心臓の働き、脈拍、血液の流れなど調べる。 

・主な臓器の存在について知る。 

生物と環境 ・葉ででんぷんが作られること、食物のもとは植物で

あることなど、生物と食物について調べる。 

・生物と水について調べる。 

・植物が酸素を出していることなど、生物と空気につ

いて調べる。 

・水の通り道 

・食べ物による生物の関係 

水溶液の性質 ・いろいろな水溶液を金属に加えた時のようすを調べ

る。 

・リトマス紙を使って水溶液の仲間分けをする。 

・気体が溶けた水溶液について調べる。 

後 

 

期 

大地をさぐる ・地層のでき方を予想し、調べる。岩石になった地層

や、火山活動でできた地層について調べる。 

大地の変化 ・火山活動による変化 

・地震による変化 

てこの規則性 ・てこのつりあうきまりを調べる。 

・てこのきまりを利用した道具を調べる。 

・てんびんの仕組みと上皿てんびんの使い方を知る。 

月と太陽 

 

・月の形と太陽の位置 

・月の表面の様子 

発電と電気の利用 

 

 

・電気は作り出して使えることを知る。 

・電気が蓄えられることを知る。 

・電熱線を使って発熱の違いを調べる。 

 

自然とともに生きる ・植物や動物とのかかわりについて写真を見ながら考

える。 

・ヒトのくらしと水・空気について調べる。 

・自分たちにできることを考えて、発表し合う。 

希望を持って未来へ ・自然を守る工夫 

 

《評価の観点》 

《自然現象への関心・意欲・態度》 

自然に親しみ、意欲を持って自然の事物・現

象を調べる活動を行い、自然を愛するととも

に生活に生かそうとする。 

《科学的な思考》 

自然事象から問題を見いだし、見通しをもっ

て事象を比較したり、関係付けたり、条件に

着目したり、多面的に追及したりして調べる

ことによって得られた結果を考察して、自然

事象を科学的にとらえ、問題を解決する。 

《観察・実験の技能・表現》 

自然事象を観察し、実験を計画、実施し、器

具や機器などを目的に応じて工夫して扱う

とともに、それらの過程や結果を的確に表現

する。 

《知識・理解》 

自然事象の性質や規則性、相互の関係などに

ついて理解し、それらについての考えをもっ

ている。 

 

 

 

 

 

《評価の方法》 

・活動の様子の観察，発表，ノート，プリ

ント，テストなど 

・自己評価，相互評価など。 

学習方法（授業の工夫・家庭学習） 

 ○可能な限り、一人一人が、実験・観察

できるようにします。 

 ○課題、予想、実験方法、結果、まとめ

がわかるようなノート作りをします。 

 ○発展的な内容にも取り組んでいきま

す。 

 ○話し合い活動を取り入れます。 

 ○プリントにより復習をおこないます。 


